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Bear Scene ■■■■今号のクマ写真今号のクマ写真今号のクマ写真今号のクマ写真
撮影地：岩手県盛岡市内
撮影者：森林総合研究所東北支所生物多様性研究グループ
提供者：⼤⻄尚樹さん「2匹の子分？」

この年、住宅地の中の小さな林の中で
クマの目撃が相次ぎました。
「こんな所にクマが？」という疑問を抱
きつつ自動撮影カメラを設置してみたと
ころ、当初の疑問を上回る驚きの写真が
撮れました。

キツネがクマを警戒しているのか、そ
れともキツネも初めて見る動物に興味が
あるのか？真相はわかりませんが、珍し
い組み合わせです。
 それにしても、距離、近すぎです！！！

Ⓒ森林総合研究所東北⽀所Ⓒ森林総合研究所東北⽀所

Ⓒ森林総合研究所東北⽀所

芸術の秋、ということで編集委員た
ちが心を込めてツキノワグマを描きま
した。編集委員たちのツキノワグマ愛
が伝わってくるでしょうか？？

個性豊かなツキノワグマたちをお楽
しみください！

ニュースレター編集委員一同



近藤 麻実 さん

いまや、秋田のクマと言えばこの人！

こんどう まみ
三重県出身。岐阜⼤獣医学科卒業。北海道立総合
研究機構を経て2020年から現職（任期付）に至る。
本誌Bears Japanの元編集⻑。秋田の日本酒をお
供に、近藤さんの活動の原点、今、未来について、
オンラインでインタビューしました。

─大学時代の岐阜、北海道、秋田
等と、各地のクマを見てこられた
と思いますが、秋田にこられて  
1年半、どうですか？
秋田の人は「クマ観」が独特
だなと思いました。特に山側
では、クマが居ることが当た
り前で、山菜採りで生計を立
てている方も多くいる為か、
ある意味、クマに寛容だと感
じます。
ただ、鹿角市での事故後※１に
はクマに対してピリピリした
空気があったようです。私が
秋田に来てから、新聞やテレ
ビで沢山取り上げてもらい、
クマは人を見るや襲う動物で
はないことや、事故に遭わな
い方法を繰り返し伝えたこと
で、「秋田県⺠が冷静さを取
り戻してきた気がするよ」と
県庁の同僚が言ってくれまし
た。
※１：2016年に４名が亡くなっ
たクマによる人身事故。詳細は
JBNの報告書を参照
─クマ対策を一般の方に伝える
際に、まず1番に伝えたいことは
何ですか？
クマは人を見ると見境なく
襲ってくるモンスターではな
いということです。まずここ
を理解してもらうことが始ま

りだと思っています。出前講
座に行くと、鹿角の事故の影
響か、クマに沢山人が喰われ
ていると思っている方が多く
て。クマの攻撃は、クマ自身
が逃避するためのものが⼤半
で、バッタリ会わないように
すること、クマに人の存在を
知ってもらい先に逃げてもら
うことで防げることを、繰り
返し伝えることが⼤事だと
思っています。
また、皆さん「昔はこんなと
ころにクマが出たことはな
い」と言われるのですが、ク
マの方が環境の変化に上手く
適応しています。昔の常識に
とらわれすぎると、事故は防
げないなと思います。
山菜採りをされる方は「ちょ
っと入るだけだから⼤丈夫」
と入山される方が多いのです
が、国道に近くても、集落か
ら近くても、藪があればそこ
にクマがいることを繰り返し
伝えていかないと、とも思い
ます。
─北海道のヒグマと秋田のツキノ
ワグマの対策での違いはあります
か？
基本の対策、伝えることは変
わらないと思います。ただ、
これまではヒグマの事故は市

街地でなかった一方で、秋田
の場合は住宅の目の前で事故
が起こったりもします。山に
行くときだけの問題ではなく
て、日常生活にも不安が生じ
てしまっているので、「とは
言ってもクマ怖いですよね」
と言うように、地元の方に寄
り添いながら伝えなくては、
と考えています。
─基本を繰り返し伝えることが重
要ですね。近藤さんの芯の通った、
でも柔らかな言葉が、秋田の皆さ
んに伝わってきているのだと思い
ます！ところで、獣医師を目指し
たきっかけは？
話し始めるととてつもなく⻑
くなるので、ぎゅっと凝縮し
て話しますね（笑）。子供の
頃から動物が好きで、野生動
物に関わる仕事に就きたいと
思っていました。高校生の時
に神⼾俊平さんという、アフ
リカのサバンナで活躍する獣
医さんの本※ ２を読み「これ
だ！」と思い獣医を目指しま
した。獣医学科がある東京農
工⼤学も候補でしたが、岐阜
⼤学を選んだのは、東京は怖
いから実家近くの⼤学にとい
う⺟の希望からでした（笑）。
※２：『サバンナの話をしよう
―獣医・俊平のアフリカ日記』
（時事通信社）

秋田県庁自然保護課
ツキノワグマ被害対策支援センター
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─どの大学にしても、獣医に入
ろうと思って入れるのは凄いです
よ〜。岐阜大のサークル「ツキノ
ワグマ研究会」は入学前から知っ
ていたのですか？
⼤学紹介のパンフレットで見
て存在は知っていましたが、
入学前は野生動物＝サバンナ
やジャングルのイメージで、
日本の動物には全く興味があ
りませんでした（笑）。マニ
アックな会があるな〜くらい
にしか思っていませんでした
が、野生動物に触れられそう
な唯一のサークルに入らない
手はない！と思い入会しまし
た。クマに興味は無かったで
す（笑）。
研究会への入会後、⼤学１年
生の時に、根尾村（当時）と
いうクマ剥ぎ被害が酷い地域
に先輩と調査に行った際、地
元の方から林道で車を呼び止

められ 「クマなんて皆殺しで
良いんだ、何やっているん
だ」と怒鳴られました（クマ
を無条件に守れという活動を
していると勘違いされたのだ
と思います）。それまでは、
野生動物と言えば絶滅の危機
に瀕している動物だけをイ
メージしていましたが、動物
のせいで困っている人も居る
ことを、恥ずかしながらその
時初めて知りました。それ
で、動物を守るには地域の人
の生活を守らないと始まらな
いと思いました。そんな経験
をして、どんな風に関われば
良いのか悩んでいた獣医５年
生の時に、鈴木正嗣先生が岐
阜⼤学に赴任されました。
「俺の仕事は（当時は獣医学
科で野生動物を学ぶ科目もな
かったことを知らずに）間
違って獣医に入った学生を導
くことだ」と言われていて、
正に私

のことでした（笑）。鈴木先
生が授業で、野生動物の保護
管理は地域の人の暮らしと動
物との「折り合い」をつける
ということなんだとおっ
しゃっていて、この言葉にと
てもしっくりきました。今で
も私のやりたいことは「人と
野生動物の間の折り合いをつ
けること」です。
 ─近藤さんの原点ですね。北海
道から秋田県に転職されたのも、
人と野生動物（クマ）の折り合い
をつける、地域の人に伝える普及
の現場に立ちたいという思いから
とのことですが、3年任期付きの
職で秋田に飛び込まれて、不安は
ないですか…？？
東北の人身事故が多いことは
以前から気になっていて、任
期付きでも秋田で一からチャ
レンジしてみたいと思いまし
た。いざとなれば獣医師免許

があるので、何とでもなるだ
ろう！と。実家のある三重県
庁は獣医職を毎年募集してた
りしますし。
─安心しました！秋田での仕事、
生活楽しいですか？ワーク・ライ
フバランスならぬ、クマ・ライフ
バランスは、きちんと取れていま
すか？？
はい、楽しいです！秋田では
市街地出没含め、全国で起き
て いるク マの問題 が全 部起
こってしまうので、現場対応
で困ったこともありますが、
今のところ全部無事に解決で
きていて「近藤無双」だな…
と思うこともあります。けれ
どそれだけではいけないので、
人材育成もしなければなりま
せ ん 。 ま た 、 ク マ ス マ ホ
（365日24時間連絡を受付け
る）を持たされていますが、
余程のことが無いと呼び出さ
れないし、今年から2台体制に
なったので、少しは気を抜け
るようになりました。休みの
日は、溜まった家事をして、

後は寝てます（笑）。温泉巡
りはもっと行きたいです。
─これまでの経験を踏まえて、学
生さんに伝えたいことは何です
か？学生時代にやっておいた方が
良いと思うことなど。
色 々な人 に会いに 行っ て、
色々しゃべって、考えが凝り
固まらないようすると良いと
思います。あと、私が小さい
頃にずーっと家で図鑑を見て
絵を描いていたことが、今、
クマ対策をイラストで伝える
ことに活かせていたり、どん
なことも後から役立つことが
あるので、とにかくやりたい
ことを色々経験すると良いと
思います！そして、これは北
海道時代の上司の釣賀一二三
さんから教えてもらったこと
ですが、まず人の話を聞くこ
とが⼤事です。現場では切実
に困っている方が多いです。
こちらから言いたいことは沢
山ありますが、我慢して、ま
ず黙る！釣賀さんから学んだ、
相手に寄り添って聞くことは

とても⼤切だと思います。
─さいごに。JBNって、近藤さん
にとってどんな存在ですか？
（じっくり考えた後で）JBN
はとても⼤事な場ですね。ク
マの研究者って何でそんなに
仲が良いの？と聞かれたこと
がありますが、情報交換がで
きることももちろん⼤切です
が 、別に そんなに 有益 な話
じゃなくとも、時々集まって
「こんなことに困ってるんだ
けど」、「わかるわかる〜」
というような話をしたり、応
援してもらえるのはとても嬉
しいし、１人で頑張っている
のではないと、仕事への活力
になります！あと、ニュース
レターの編集⻑は、できれば
ま だ続け たかった くら い、
めっちゃ楽しかったです〜。
─誌面に収まらないお話しも沢山。
全てご紹介できずに残念ですが、
終始楽しそうに話す姿が印象的で
した。近藤さん、ありがとうござ
いました！！

人とクマとの「折り合い」をつけるための現場にこだわる
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原発事故がもたらしたクマへの影響
解説：根本唯氏 （東京農業大学）

新型コロナウイルス
ワクチンの副反応による
熱と全身の痛みの中でこ
の原稿を書いています。
思えばこの感染症が流⾏
してからもうすぐ2年が
過ぎようとしています。
他の国では、既にこの感
染症を気に留めず⽣活し
ているところが出てきて
いると耳にします。この
感性症と同じく、近年、
世界に大きな影響をもた
らした東京電⼒福島第⼀
原⼦⼒発電所事故（以下、
原発事故）からは、その
５倍の10年の時が過ぎ
ました。その影響は野⽣
動物にももたらされ、
10年の⽉⽇が経った今

同じアカネズミにおいても、福島県内の放射性物
質汚染程度が⾼い地域と福島県外の汚染されてい
ない地域間で、精⼦の形態異常の頻度といった⽣
殖機能に関わる要因に差が無いことも報告されて
います（Okano et al. 2016）。福島県内に⽣息
する野⽣動物の中では比較的クマと体サイズが近
いイノシシについても研究がなされており、原発
に近く放射性物質による汚染の程度が⾼い帰還困
難区域周辺のイノシシのストレスの程度やDNA
損傷を調べた研究では、被曝量の増加に伴うスト
レスやDNA損傷の増加は認められなかったこと
が 報 告 さ れ て い ま す （ Cunningham et al.
2021）。

では、⽇本クマネットワークにおける最大の関
心事であるクマについてはどうかというと、現時
点において上で書いたような報告はなされていま

東⽇本大震災から今年で10年が経過しました。原発
事故の放射能汚染は、周辺に⽣息する野⽣動物にも
様々な影響を与えました。さらに、除染が進み避難指
⽰が解除された区域では分布拡大する野⽣動物が住⺠
の帰還を阻んでいる状況があります。本特集では、こ
の10年間で分かってきたことや、まだ分からないこと
を3名の野⽣動物研究者の方々に解説いただきました。

でも現在進⾏系です。原発事故の野⽣動物への影
響として、最も関心が持たれるものは形態や⽣理
現象など動物の体に対する影響だと思われます。
この点について野⽣動物、特にクマと同じ哺乳類
への影響については、いくつかの報告がなされて
います。例えばニホンザルでは、原⼦⼒発電所
（以下、原発）から約70km離れた福島市におい
て、事故前と事故後を比較した場合、栄養状態で
は差が無かったものの、体サイズにおいて事故後
に減少していることが報告されています（ただし
事故前については被曝量や体内の放射性物質濃度
を評価していない点に注意）（Hayama et al. 
2017）。また、アカネズミでは、放射性物質に
よる汚染程度が⾼い地域では低い地域に比べ、染
⾊体異常の頻度が⾼い傾向にあることが知られて
います（Kawagoshi et al. 2017）。その⼀方
で、

図１．福島県におけるツキノワグマの分布と福島第一原子力発電所の位置関係．
地図には、国土地理院が提供する衛生画像を使用した（国土地理院ウェブサイ
ト：https://www.gsi.go.jp/kikakuchousei/kikakuchousei40182.html）．

福島第一原発事故による

放射能汚染と野生動物
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ました。放射性ヨウ素は甲状腺に、放射性セシウ
ムは⽣物にとって必要な元素の⼀つであるカリウ
ムと化学的に似た性質をもつため筋肉に蓄積され
やすいという特徴があります。これらの元素は、
原発周辺地域において多くの野⽣動物種の体内で
検出されており、その中にはツキノワグマも含ま
れます。放射性物質による汚染の影響としてまず
考えられるのは、体内にある放射性物質から放出
される放射線による影響です。しかし、前述の先
⾏研究などでは、野⽣動物における被曝量のほと
んどは環境中の放射線からの被曝（外部被曝）で、
体内にある放射性物質からの放射線による被曝
（内部被曝）の影響は少ないことが⽰されていま
す。そのため、原発周辺にほとんど⽣息していな
いツキノワグマにとっては、内部被曝による影響
も少ないことが予想されます。その⼀方で、放射
性物質による汚染は、ツキノワグマを対象とした
狩猟に大きな影響を与えています。⽇本では食品
中の放射性物質濃度として放射性セシウム（セシ
ウム134とセシウム137の合計値）で100Bq/kg
という基準値が設けられています。狩猟対象とな
る動物に対してもその基準値が適応されており、
現時点では６県においてクマから基準値を超える
濃度が検出されているため出荷制限がかけられて
います（図2）。これらの県では、制限による狩
猟意欲の低下やそれに伴う狩猟者人口の減少、狩
猟技術や食⽂化の継承に⽀障をもたらす懸念があ
ります。さらに、狩猟圧の低下に伴い人⾥への出
没を容易にさせてしまう可能性も考えられます。
ツキノワグマは、イノシシに比べれば同じ場所で
も筋肉中の放射性セシウム濃度は低いことがわか

せん。その理由のひとつとして、福島県における
クマの分布の特徴と原発事故が起きた場所の位置
関係が考えられます。まず、福島県は関東地方と
の境目にあたる東北地方南部に位置し、東⻄に⻑
い形をしています。⻄側は新潟県に接し、気候も
⽇本海側に近いのに対し、東側は太平洋に面し気
候も温暖です。県のほぼ中央部を新幹線や東北道
といった主要交通網が南北に⾛り、その沿線に市
街地が連続しています。事故を起こした原発の位
置は、東側の太平洋沿岸部です。⼀方、福島県に
はツキノワグマ（Ursus thibetanus）が分布し
ていますが、その分布は福島県の中央部を南北に
⾛る主要交通網と市街地より⻄側が主な分布域と
なっています（図1）。つまり、動物の体への影
響が予想される原発周辺には、ほとんど⽣息して
いないのです。そのため、上記のような動物種に
比べ、同様の研究対象とされ難かったことが考え
られます。

しかしながら、この原発事故がクマへまったく
影響しなかったかというとそうではありません。
事故の影響は、主にクマの保護管理という側面に
大きな影響を与えてきました。まずは、事故によ
り拡散した放射性物質による汚染です。今回の原
発事故では、環境中に大量の放射性物質が放出さ
れましたが、それらの放射性物質は環境中（土壌
や水など）から植物へ移⾏し、その植物を採食す
ることで（もしくはそのような植物を食物とする
動物を採食することで）動物の体内へ移⾏します
（Nemoto et al. 2020）。今回の事故では、放
射性ヨウ素（ヨウ素131）と放射性セシウム（セ
シウム134とセシウム137）が特に多く放出され

図２．原子力発電所事故の影響によりクマ類の出荷が制限されている地方自治体
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えられます。このような事故に伴い放出された放
射性物質の影響を抑える方法は主に3つあります。
1つ目は、放射性物質から放出される放射線を壁
などで遮蔽すること、2つ目は放射性物質を影響
が出ないところへ移動すること、3つ目は放射性
崩壊により影響が出なくなるまで待つことです。
現時点で、放射性セシウムは野⽣動物の⽣息地で
ある森林内に多くが保持されており、そのほとん
どが留まっているこ とが報告されていま す
（Onda et al. 2020）。野⽣動物の⽣活する山
林全体を遮蔽することが難しいことは容易に想像
できます。また、遮蔽と同様に山林全体を除染す
ることも簡単ではありません。つまり今後の放射
性物質の減少は、ほとんどが放射性崩壊により放
射性物質が減少することを待つほかないのです。
事故により大量に放出された放射性物質のうち、
セシウム137の物理的半減期は約30年です。⽇
本人の人⽣の約3分の１にもおよぶ時間が経過し
なければ半減しないという物理学的な事実が、こ
の問題の⻑期化を確かに予測させます。

っていますが、筋肉中の放射性セシウム濃度は季
節的に変動することが知られており、狩猟期にあ
たる冬季には濃度が⾼くなることが報告されてい
ます（Nemoto et al. 2018）。⻑期的な変動を
⾒た研究においても、濃度が低い夏季には減少傾
向が認められる⼀方で、サンプル数の少なさから
か冬季には減少傾向は認められていません
（Nemoto in press）。このことは、狩猟意欲の
低下を抑える上では狩猟期を現在の冬季から夏季
に変更することがひとつの解決策になる可能性を
⽰唆しています。また、⼀部の県では、食品加工
施設において検査を⾏い、基準をクリアしたもの
については出荷を許可しており、このような施設
の充実が求められます。

次にクマに対する原発事故の大きな影響として
考えられるのは、原発周辺地域への分布域の拡大
と⽣息数の増加です。原発周辺地域はこれまでツ
キノワグマがほとんど⽣息せず、近年になって⽣
息が確認されるようになってきた地域です（図
1）。今回の原発事故により、原発周辺地域は住
⺠の避難と居住や⽴⼊の制限がなされ人間活動が
極端に低下しました。そのため、今後のツキノワ
グマの⽣息域の拡大と⽣息数の増加が予想されま
す。事故後から徐々に居住や⽴⼊の制限が解除さ
れ、今後も人が戻ってくる可能性がある本地域で
は、ツキノワグマの⽣息域の拡大や⽣息数の増加
に伴い地域住⺠との間に軋轢が⽣じる可能性があ
ります。さらに、本地域は⻑年ツキノワグマが分
布しておらず、クマに慣れていない地域住⺠によ
る過度の反応と対応の混乱が起きないとも言い切
れません。現在、我々の研究チームは本地域にお
いてツキノワグマの⽣息状況を調査しています。
現時点では、自動撮影カメラに映る回数も非常に
低く、まだ⽣息数は多くないようです。今後も本
地域における定期的なモニタリングが必要となる
でしょう。

10年の時間が過ぎましたが、この事故の影響
は⻑期化することが予想されます。同様の事故で
あるチェルノブイリ原⼦⼒発電所事故では、事故
から30年以上が過ぎましたが、いまだに新しい
影響が報告されています。例えば、スウェーデン
では、放射性セシウム濃度が⾼いイノシシが約
30年経った後に新しく⾒つかっています
（Rosén and Weimer 2013）。これは、イノ
シシの分布拡大に伴い環境中の放射性セシウム濃
度が⾼い地域にも⽣息するようになったためと考
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福島第一原発事故後に浜通りで起きている
野生動物の分布拡⼤について

解説：山﨑晃司氏 （東京農業大学）

はじめに

ある国の宰相が、オリンピックを誘致したいが
ために福島はアンダーコントロールにあると言い
放っていたように記憶していますが、その意味は
今もって不明です。帰還困難区域は依然として存
在しており、⽴ち⼊り制限が解除された地域にも
事故前の活気は戻っていません。農地や居住地の
除染は進んでいるものの、森林内の除染は手が付
けられず、放射性物質の半減期を待つしかない現
実があります。

ある意味、これから⽇本の全国各地で進⾏して
いく人口の大幅減少、つまり過疎と⾼齢化の進
⾏、そして限界集落の増加が、福島の浜通りでは
地域の皆さんが想像もしていなかった人的な災害
により引き起こされたと言えるかも知れません。

このような中、野⽣動物たちがどのように分布
を変化させているのかをモニタリングすること
が、私たち野⽣動物に関わる人間が出来るせめて
ものことです。結果が、これからの浜通りの復興
に少しでもお役に⽴てればと念じているところで
す。

図１. 浜通りの阿武隈山地でのツキノワグマの生息確認状況

何をモニタリングしようとしているのか

現在、私たちのグループ（院⽣や学部⽣など）
が取り組んでいる野⽣動物のモニタリングは2つ
です。1つは阿武隈山地北部でのツキノワグマ
（以下、クマ）の個体数推定と、そのクマ達がど
この山系からやって来たかの特定です。そのため
に、約800km2の山中にクマの胸部斑紋を撮影す
るためのセンサーカメラと共に、体毛を採取する
ヘアトラップを設置しています。体毛毛根の遺伝
⼦を用いて個体識別や系統判別を試みるためで
す。

実は阿武隈山地はクマ分布の空白地帯で、近世
以前にはクマが分布していたと想像できますが、
その後⼀旦姿を消しています。再び姿を⾒せたの
は1990年代後半以降ですが、その実態は明らか
になっていません。ちなみに、福島県の策定した
第3期ツキノワグマ管理計画では、阿武隈山地は
“監視区域”（注とされています。

もう1つは、阿武隈山地から東側の海岸線に何
本も延びる丘陵帯の野⽣動物の移動ルートとして
の評価です。連続した緑地は動物にとっての格好
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の移動ルートとなることから、丘陵にライン上
に1〜2km間隔でセンサーカメラを配置して出現
する動物の種類と数、活動時間帯をモニタリン
グしています。当初の予測は、サル、イノシシ
などの大型動物は阿武隈山地からこの丘陵帯を
通って東の海岸線、つまり集落や耕作地に進出
してきていることと、アライグマ、ハクビシン
などは逆にこの丘陵帯を⻄に移動して、集落か
ら山間部に分布を広げているというものでした。

クマの調査は2018年から8つの市町村域で、
東⻄に⾛る丘陵帯の調査は南相⾺市と浪江町で
2019年から実施しています。

クマ調査で⾒えてきたこと

調査は現在も続けられていますが、クマのモ
ニタリング・ポイントへの出現は3回に留まって
います（2021年10⽉時点、図1）。2018年11
⽉12⽇に南相⾺市（クマA）、2019年8⽉13⽇
に相⾺市（クマB、図2）、そして2020年4⽉5
⽇に浪江町（クマC）で各1頭ずつになります。
この内、クマAはカメラの前を通過しただけです
が、クマBとCはヘアトラップに体をこすりつけ、
体毛の採取が出来ました。しかし、クマBのサン
プルは台風15号と続く台風19号による取り付け
道路の崩落や河川氾濫のために⾒回りが大幅に
遅れたこと、クマCのサンプルは新型コロナの影

響で同様に⾒回りが定期的に⾏えず、どちらの
場合もサンプル回収が新鮮な状態で出来ません
でした。そのため、サンプルの劣化が激しく、
性判定、個体識別、系統解析などは失敗に終わ
りました。胸部斑紋の形状などから、クマBとク
マCは別個体のようですが、クマAは斑紋確認が
出来ていません。2021年は遺伝⼦サンプルの劣
化を防ぐため、2週間ごとにすべてのトラップを
⾒回っていますが、今のところクマは現れてい
ません。この状況からは、阿武隈山地北部のク
マはまだ低密度と言えそうです。ただし、2020
年には楢葉町で地元の方がその年⽣まれの⼦グ
マ2頭を連れている⺟グマを動画撮影しており、
阿武隈山地にクマが定着していることは確実で
す。仮に阿武隈のクマの自然増加率を20%とす
ると、オス・メス計10頭でスタートしても、10
年後には50頭に増えます。増えてから考えるの
ではなく、環境省のクマ管理のガイドラインで
も⽰されているように、阿武隈山地の管理のた
めのゾーニングをどのカテゴリーと定めるのか、
地域も含めた早急な議論が必要でしょう。とこ
ろで、2021年に私たちの調査地に含まれる⽥村
市で若いオスグマがイノシシ用の箱罠で錯誤捕
獲され捕殺されました。酪農学園大学の伊藤さ
んによる遺伝⼦解析の結果は、森林総研の大⻄
さんの分類によるUtCR-E08という猪苗代湖⻄側
を中心に⽇本海側にかけて分布する集団由来で
あることが分かりました。

図２. 相馬市のモニタリング・ポイントで確認されたツキノワグマ
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このクマ調査の本来の目的ではありません
が、モニタリング・ポイントでカメラに映った
中型以上の哺乳類の動向も統計解析してみまし
たので少しだけ触れておきます。その結果⽰さ
れたのは、帰還困難地域内にはイノシシの出現
が目⽴ち周辺地域に個体を供給している可能性
があること、逆にサルは⽴ち⼊り制限が解除さ
れ営農が再開された地域に目⽴つこと、阿武隈
にはまだシカが⼊ってきていないためかカモシ
カが山地の東のへりまで進出していることなど
でした。また、外来種のアライグマ、ハクビシ
ンが山地⻄側の⾼標⾼地にまで進出しているこ
とも⽰されました。

丘陵帯での動物の移動

南相⾺市小⾼地区で東⻄に延びる丘陵帯にお
いて得られた結果は、私たちの想像を大幅に超
える速度で森林性の大型哺乳類、すなわちイノ
シシ、サルが東側の海岸線まで分布を到達させ
ていることを⽰しました。常磐道、国道6号は動
物たちの移動の大きなバリアとはなっていない
ようです。国道6号より東側は津波堆積物と放射
性物質フォールアウト双方の被害を受けていま
すが、この数年内の営農再開を目指して農地の
整備を進めている場所です。イノシシやサルが
群れを成して出現している現状は、農家にとっ
ての大きな不安材料となることは間違いありま
せん。ただし、海岸線近くで撮影されるイノシ
シは夜間のみに活動している⼀方、山地側のイ
ノシシは主に昼に活動しており対照的でした。
⼀応、人の存在を気にしているのかも知れませ
ん。

カモシカは国道6号にかかる跨道橋で撮影され
ました（図3）。海岸線まではわずか1.6kmほど
の距離です。このカモシカは右前足が欠損して
おり、三本足で不自由に歩⾏していました。想
像の域を出ませんが、浜通りで進められている
イノシシ駆除用のくくり罠にかかったせいかも
知れません。

⼀方の外来種の動向については、こちらも想
像以上の速度で⻄の阿武隈山地に分布を拡大し
ている様⼦で、ほとんどの地点に姿を⾒せてい
ます。

仮説では海岸線からの距離傾度により出現す
る動物種が変わると踏んでいたのですが、2011

年の震災からの時間経過は、動物たちの分布拡
大にすでに十分な時間だったのかも知れませ
ん。

おわりに

クマをはじめとした浜通りでの野⽣動物の分
布や⾏動に関するモニタリングはこれからも続
けていくつもりです。放射性物質による体内被
曝の影響評価については、⽇光足尾山地のクマ
で試みていますので、浜通りでのそうした研究
は地元の大学や研究機関に委ねようと思いま
す。ただし、地域の復興に直接関わってくる野
⽣動物と人との軋轢を予測するための基礎情報
だけは微⼒ながら蓄積できればと考えていま
す。進捗について、また機会をみてJBN会員の
皆さんに共有させていただきます。

図３. 南相馬市の国道6号線脇で確認されたカモシカ
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注）監視区域︓「特定鳥獣保護・管理計画作成のた
めのガイドライン」（クマ類編・平成 28 年度）にお
いて、「特定鳥獣保護管理計画技術マニュアル（ク
マ類編）」（環境省、2000）を策定以降、ツキノワ
グマの分布拡大に伴い、新たに、あるいは再び恒常
的な⽣息地となる可能性が⾼い地域については、今
後の動向を監視し施策を進めていく「監視区域」と
して、従来の保護管理ユニットの分布拡大地域とし
て扱うか、あるいは新たな⽣息地として別個の保護
管理ユニットとして保護・管理を⾏うか等の方針
（クマの恒常的な⽣息地とする、⽣息すべきでない
とする等）の決定を、都府県が関係市町村と十分に
協議して⾏う必要があるとしている。
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2011年に三陸沖で発⽣したマグニチュード
9.0の地震、大津波、そして原⼦⼒発電所からの
放射性物質の流出と汚染によって私達はかつてな
い危機を経験しました。放射線は目には⾒えませ
んが、その存在は知らず知らずのうちに⽣物の健
康や⽣命を蝕みます。ここではどのように放射線
が⽣物に影響するかについての機構について簡単
に触れ、それを踏まえて⽣態学という視点で⾒た
時の福島の野⽣⽣物への影響について考えてみた
いと思います。

放射線とは、エネルギー的に不安定な状態の物
質から放出される粒⼦や電磁波のことで、これら
が体内を通過する時に細胞や遺伝⼦などに傷をつ
けます。⽣物がこの放射線を受けることを”被ば
く”と呼びます。放射線に被ばくした時、体の中
では何が起こっているのでしょうか︖放射線が体
内で遺伝⼦に傷をつけるメカニズムは、体内に
⼊った放射線が直接遺伝⼦を切断する直接的な作
用と、体内の水分⼦の電離などを介して酸化スト
レス作用を起こし遺伝⼦を傷つけ、遺伝⼦変異な
どを起こす間接的な作用があります。しかし、ど
ちらのプロセスで遺伝⼦が損傷を受けても私達の
体内には修復するために働く酵素などが備わって
おり、速やかに修復されます。修復に失敗しても、
致命的な傷であると判断された場合には細胞が自
死する（アポトーシス）ことで組織や個体は正常

に維持されます。こ
れは、ラドンや宇宙線、
カリウム40など元来自然
環境中に存在する放射性物
質の中でも⽣きていけるよ
う⽣物が獲得した形質です。
放射線によって⽣物に影響が現れるのは、福島で
の事故のように自然環境をはるかに超える放射性
物質に曝されてしまった時で、この修復作用やア
ポトーシスが追いつかない場合に起こります。被
ばく線量が非常に多い場合、アポトーシスが多発
し組織の維持ができなくなり、場合によっては死
に至ります（ヒトでは7000mSvの全身被ばくで死
亡するとされています）。被ばく線量が前述より
少ない場合、死に至ることはありませんが遺伝⼦
の傷が修復されず、かつ致命的ではないと判断さ
れアポトーシスも起こらない細胞が残ります。こ
れらの細胞のうちの⼀部がガン細胞となる可能性
があり、また、⽣殖に関わる細胞であった場合は
次世代に遺伝⼦の傷や突然変異が継承される可能
性があります。福島の野⽣⽣物では臓器の損傷や
死亡などの報告はありませんが、事故直後の調査
では⼀部の⽣物で体型や染⾊体の奇形が報告され
ています。すなわち、懸念されるのは、ガンや⼦
への遺伝的な影響です。⽣物は⼦孫を多く残し適
応度を⾼めるように振るまいますが、繁殖可能な

放射線による遺伝的影響をどう捉えるか
〜生態学的視点から考える〜

解説：石庭寛子氏 （福島大学 環境放射能研究所）

図．放射線が生物へ作用するメカニズム図．放射線が生物へ作用するメカニズム図．放射線が生物へ作用するメカニズム図．放射線が生物へ作用するメカニズム
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期間にガンなどによって健康が脅かされると個体
の⽣涯適応度に影響を与える可能性があります。
これが霊⻑類などの⻑寿な種であれば、齢構成な
どにも影響を及ぼす可能性があります。また、⼦
へ遺伝⼦の変異が遺伝すると、次世代の個体群内
に遺伝⼦プールとしてその変異が蓄積していきま
す。環境変化や遺伝的浮動（優占する遺伝⼦が偶
然によって決まること）によってこれらの変

異が将来、集団内を優占することが起きるかも
しれません。ガン化も次世代へ変異が遺伝する
ことも、どちらも本来の進化のプロセスを”放射
線”という要素によって変化させてしまうことに
なります。このような影響は短期間では検証で
きないため、⻑期にわたるモニタリングが必要
になります。

JBN会員の方々の自慢のクマグッズを紹介するコーナー！
今回は、Twitterで木彫りの熊と信楽焼の狸のアレンジ作品が話題
となったフォークロアアーティストの中⾕さんに、斬新なデザイ
ンの木彫りの熊を紹介していただきます。

Collection#016
ピクセル熊

札幌出身なので、クマが⺠家に出没のニュースをよく目にしていました。クマを作りな
がらいつも思うのは、どうやったら安全に捕獲できるか。もちろん人とクマの棲み分けも
⼤事なんだろうけど共存は難しいのか。

ここはテクノロジーを駆使して迷い込んだクマを転送できないものかと思い作ったのが
ピクセル熊でした。幼少期から馴染みのあった木彫りの熊を裁断し再構築した作品です。

近年、木彫りの熊は生産数も減り若い世代ではご存知ない方も多々見られます。そのせ
いか若い世代には新鮮に見えるらしく元の木彫りの熊を再認識したりで、自分の活動も意
味のあるものなんだと実感しております。

中⾕健一（フォークロアアーティスト、クマ彫刻作家）

公式HP：https://kuma.pb.design/

ピクセル熊：去年行われたメディアアンビションの渋⾕会場
に展⽰されました。デジタルアートの祭典で世
界中のアーティストが参加されていました。

中⾕さんの活動紹介、他の作品は公式HPにてご覧あれ！
サイボーグ熊やスケルトン熊な
ど、他では見たことがない斬新な
作品をたくさん手掛けています。
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アーバン・ベア
となりのヒグマと向き合う

今年の6月、札幌市のこれまでヒグマが出没したことがな
かった市街地の中心にヒグマが出没し、人身事故を複数発
生させ、報道などでも多く取り上げられました。今年の北
海道では、他にもヒグマによる人身事故が発生しており、
過去最多となりました。

本書では、北海道におけるヒグマの現状を、佐藤教授が
天塩、⼤雪、富良野、浦幌、白糠、札幌などで行ってきた
これまでの調査研究などの事例を中心に、ヒグマの基礎的
な生態、歴史、農地への出没、そして市街地への出没につ
いて解説されています。

私自身も札幌市で2016年からヒグマの出没対応に携わっ
ていますが、市街地近くまで侵入されるような事例が、こ
れまでは数年に1度あるかどうかだったものが、昨今は毎年
起きるようになってきていることを実感しています。今後、
各地で管理されず森林化していく土地が徐々に広がり、人
の生活圏が徐々に狭まって、ますます人とクマの距離が近
くなっていく中、北海道のヒグマと、ヒグマを取り巻く現
状を知り、解決のヒントになる一冊ではないかと思います。

なお、佐藤教授（私の恩師でもあります）に依頼され、
表紙と裏表紙を拙いながら描かせていただきました。日々
向き合っている札幌市のヒグマをイメージして描きました
ので、お手にとられた際は本書の内容と合わせて、眺めて
いただけると嬉しいです。

「アーバン・ベア
となりのヒグマと向き合う」

佐藤喜和
東京⼤学出版会
ページ数：276⾴ 本体4,000円
2021年07月15日刊行

JBN代表によるヒグマ本が刊行されました！

（紹介：中村秀次）

クマ好きの

あなたに、

ＪＢＮグッズ。

JBNグッズ購⼊ご希望の方はグッズ係（jbn-goods@japanbear.org）までご連絡ください。また、JBN主催のイベント会
場などでも購⼊することができます。そのほか、⼀部のグッズについては自然保護活動に関する商品を扱っているオンライ
ンショップ「狼森」（http://www.oinomori.co.jp/index.html）のNGOグッズページからも注⽂できます。

ヒグマ&ツキノワグマ Tシャツ
前面にはJBNのロゴとクマのリアルな足跡
が、背面にはサケを食べているヒグマと木
登りしているツキノワグマのキュートなイ
ラストが描かれています。
2,000円（白⾊、サイズ︓S、M、L、LL）

身丈 身幅 肩幅 袖丈

S 67 47 44 20

M 70 50 47 20

L 73 53 49 20

LL 75 56 52 20

前⾯

背⾯



JBN関連のイベントや事業について報告をするこのコーナー。
今回は「アーバンベアプロジェクト」の特集です。普及啓発のた
めの動画作成についてと6月に開催された普及啓発人材育成ワーク
ショップについて、ご報告いただきました！

JBNのYouTubeチャンネルができました！

13

JBNのYouTubeチャンネル開設！
日本クマネットワークが現在取り組んでいる「街に出るクマ 〜アーバンベアとどう付き

合うか〜」プロジェクトの一貫として、JBNのYouTubeチャンネルを開設しました。
どなたでもレクチャーができるように、 JBNで貸し出しているベアートランクキットは中

に「ティーチャーズガイド」という冊子が入っています。クマの専門家でなくてもすぐ使え
るようにすることが狙いですが、冊子だけでは具体的にトランクキットの教材をどのように
使ってレクチャーをすればよいか分かりづらいことが課題でした。そこで、動画の使い方ガ
イドを作ることとなりました。

中島亜美 （アーバンベアプロジェクト委員）

動画の作成やYouTubeへの投稿につ
いては素人ですが、幸い今はインター
ネットで検索するとやり方が詳しく書
いてあるので、まずは自分達で作るこ
とにしました。そして出来上がったの
が、トランクキットにある教材を使っ
てこんなレクチャーができるよという
ことを紹介するための解説動画のツキ
ノワグマ編です。中身紹介と頭骨を
使った食性解説の2本があります。一
人で三脚をたてて撮影しましたが、今
や子供達もユーチューバーごっこで遊
ぶ時代、自分もユーチューバーになっ
たつもりで撮ってみました。

チャンネル登録を
お願いします︕

▲トランクキット解説動画の「ツキノワグマの頭
骨を使って食性を解説」。トランクキットを使う
際にとても参考になる。

▲トランクキット解説動画の「中身紹介」（ツ
キノワグマ編）こんなものも入っていたのかと
改めて気付かされる。

Bears Japan Vol.22 No.2
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また、自作だけではなくプロにもお願い
してみようということで、トランクキット
の宣伝動画を作ってもらいました。トラン
クキットを知らない人にも興味を持っても
らえるような宣伝動画を目指し、打ち合わ
せを重ねました。トランクキットを全く知
らないモデルさんに協力していただき、ト
ランクキットの中身を見た新鮮なリアク
ションと共にクマ博士が中身を紹介する動
画となっています。

さらに今年度は動画制作を行なっている
JBN会員のi-zana studioさんとコラボして動
画を作成しました。i-zana studioさんはクマ
に出会わないための対策を人形劇と歌で紹
介する動画を作成し、JBNのメーリングリ
ストで紹介してくださいました。それを見
て、トランクキットでのレクチャーをする
際の教材に使わせていただきたいと思い、
声をおかけしました。かわいい人形劇と
キャッチーな歌なので、クマに出会わない
ための対策をレクチャーする時に使うと子
供達でも楽しく学べるのではないかと思っ
たからです。すでに投稿されている動画は
レクチャーで使うには少々⻑かったので、
レクチャー⽤にショートバージョンにし、
一部トランクキットでのレクチャーに合わ
せて歌詞を変えていただきました。こちら
は10月18日公開しました！ぜひご覧くださ
い。

今後はさらに解説動画を増やしたり、ク
マスプレーの使い方を紹介する動画を作っ
ていきたいと思っております。手探り状態
で、更新も遅いですが、今後もJBNの 

YouTubeチャンネルに興味を持っていただ
けると幸いです。

▲i-zana studioさんの動画。可愛らしい人形た
ちがクマによる人身事故を抑える方法を教えて
くれる。
© i-zana studio

JBNの動画QRコードi-zana studioさんの
動画QRコード

▲クマ博士がモデルさんに中身を紹介する動画。
モデルさんの表情が新鮮。

動画の視聴にはYouTubeで
「日本クマネットワーク」（JBN動画）
「i-zana studio クマ」（i-zana studio さん）
と検索するか、上のQRコードからどうぞ！
今後の新しい動画も要チェック!!

この活動は2021年度地球環境基金の助成のもと行わ
れました。

Bears Japan Vol.22 No. 2



アーバンベアプロジェクト
トランクキット普及啓発人材育成プレワークショップ

6
27 Sun.

⼩林 喬子（⾃然環境研究センター）

アーバンベアプロジェクト活動３では、一般の方を
対象にトランクキットを⽤いてクマの基礎知識、アー
バンベア問題のレクチャーを行う人材育成を目的とし
たワークショップを行っていきます。その予行演習と
して、６月２７日（日）に神奈川県立秦野⼾川公園に
てプレワークショップを開催しました。日本自然保護
協会（NACS-J）のご協力のもと、NACS-Jの自然観察
指導員として普段から自然観察会などを行っている方
々にご参加いただき、トランクキットを⽤いた伝え方
（プログラム）や新たに加えた方が良いキットなどに
ついてアイディアを出し合いました。

当日はJBNスタッフ１名と参加者２名を１グループとし、レクチャー対象を「Ａ：クマが生息して
いない都市部の住⺠」「Ｂ：クマ生息・出没地の隣接地域の住⺠」「Ｃ：クマ生息地の地元住⺠」の
３グループに分かれてグループワークを行いました。

グループＡでは、ハクビシンやタヌキなど都市部でも身近な動物と比較し
クマについて知る導入とする、居住地からクマ生息地までの距離を他の場所
（ディズニーランド等）と比較し身近な問題として捉えてもらうなどのアイ
ディアが出ました。
●新しく欲しいキット：身近な動物の頭骨・糞、各動物の実際の糞の⼤きさ

が分かるもの（実物や絵）など

グループＢでは、出没地点のマップ化、クマが出没する要因（農作物など
誘引物）、出没するとクマはどうなるかなどを⽰し、身近な問題として捉え
出没させない事の重要性を伝えるプログラムや、リアルな痕跡を⽰すことで
クマが身近にいることを自ら知ることができるようにする、市役所やショッ
ピングセンターなどに展⽰し不特定多数の人が見られるようにするなどのキ
ット内容や普及啓発の場についてのアイディアが出ました。
●新しく欲しいキット：食痕の標本、プニプニ肉球の標本など

グループＣでは、クマの生態についての基礎知識に加え、クマと出会わな
いため・出会った時の対処法、被害対策、クマの魅力（森での役割など）に
ついて、特に小学生親子を対象としたプログラムのアイディアが出ました。
●新しく欲しいキット：環境整備や被害対策の⼤切さを伝える写真や紙芝居など

参加者からは『トランクキットを使ってみたい！』と嬉しい感想を頂きました。久しぶりの対⾯で
の活動、とても楽しく有意義なものとなりました。

今後は、JBN会員の皆さまが各地域の普及啓発の担い手となり活動が広がっていけばと思っていま
す。各地域でワークショップを開催予定ですのでご参加お待ちしております。

本ワークショップは２０２１年度地球環境基金の助成のもと、新型コロナウィルス感染予
防対策を徹底し開催しました。写真提供：日本自然保護協会

15Bears Japan Vol.22 No. 2
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アーバンベアプロジェクト活動３（普及啓発）では、トランクキ
ット整備の一環としてツキノワグマの新生児等身⼤ぬいぐるみを教材
として入れることにしました。ツキノワグマは冬眠中に未熟な状態
（体重300g弱）で産まれ、春になるまでに冬眠穴の中で2~3㎏まで
育ちます。この不思議を実感してもらい、クマという動物に興味を
持ってもらう入り口になればと思っています。
制作にあたってはJBN会員の
「ぬくぐるみ工房(https://nukugurumi.jp) 」さんにご協力いただいて
おり、今回はその制作過程をお伝えします！

まずは、新生児の写真等の資料から仮組を作ります（写真１）。
資料写真や骨格を考慮しながら白い布で作っていただいた仮組みです
が、なんだかパンパン…（写真２）。等身⼤サイズ（全⻑15cm）で重
さ300gを再現すると、このようになってしまうようです。

この仮組みの写真とともにクマの新生児を見たことがある専門家に
意見を仰ぎました。すると、「未熟で産まれるため目や耳は開いてい
ない。その代わり、おっぱいの匂いを頼りに乳首まで辿り着くため鼻
の穴は⼤きく爪もしっかりしており、乳首を吸う為に口は⼤きく開い
ている」とのことでした（専門家からの修正：写真３、４）。ツキノ
ワグマの新生児が小さい体の中に生き抜くための機能をしっかりと備
えていることがとても力強く感じられます。クマのことはそれなりに
知っているつもりでしたが、まだまだ知らないことがたくさんあるの
だなぁと実感（写真５：修正を頂いた仮組をもとに型紙を修正）。

頂いた修正をもとに仮組を修正し、本物の布でサンプルを制作しま
した（写真６、７）。今後微修正を加え完成の予定です。

完成したらまたご紹介しますので乞うご期待！

アーバンベアプロジェクト
トランクキット新作アイテム：
ツキノワグマ新生児ぬいぐるみ制作中

⼩林 喬子（⾃然環境研究センター）

写真１

写真２

写真３

写真４

写真５

写真６写真７

Bears Japan Vol.22 No. 2



世界自然遺産の知床半島はヒグマの高密度生
息地であり、ヒグマを観察できるクルーズ船が
出航するなど、観光資源となっています。しか
しながら、現状はヒグマへの接近・餌やりなど
の人側の危険行動、それに伴うヒグマの人慣
れ・市街地出没（状況によっては個体の駆除）
など、人とヒグマとの軋轢も発生しており、人
身事故の危険もかなり⼤きくなっています。

そのような状況のなか、北こぶしリゾートは
創業60年を迎え、『知床の恩恵を受けてきたホ
テルとして何かできないか』との思いで、知床
地域の野生動物対策を担う公益財団法人知床財
団にご協力いただき、2020年5月からクマ活が
スタートしました。

17Bears Japan Vol.22 No.2

北海道・知床ウトロで宿泊施設を運営してい
る「北こぶしリゾート」の経営戦略室に所属
し、CSR（地域貢献活動）であるヒグマとの共
存を目指す活動「クマ活」を担当しておりま
す。⼤学生の頃には、酪農学園⼤学 野生動物
生態学研究室に在籍し、ヒグマの調査・研究を
行っていました。入社当初は接客スタッフをし
ていましたが、クマ活がスタートすることが決
まった2020年に実行隊⻑として抜擢されまし
た。⼤学で培った経験や知識・人脈を活かし、
活動の計画や参加者の取りまとめ、活動当日の
指揮をしています。また、広報も兼任してお
り、HPやSNSでの情報発信、グッズ作成など活
動のほぼ全てを担当しています。

その他にも、ウトロ地区で月に1回ほどゴミ
拾い活動を行う「知床ゴミ拾いプロジェクト」
でヒグマの誘引物の除去を行ったり、知床五湖
登録引率者に登録しネイチャーガイドとしてヒ
グマの普及啓発に取り組んでいます。

「クマに関わるお仕事」ってどんなのがあるの？何をしているの？？気になるお仕事、紹介します！
今回は宿泊施設の運営やクマ活（ヒグマとの共存を目指す地域活動）を行っている北こぶしリゾート
の村上さんへお話を伺いました。

く ましく ましく ましく まし ごとごとごとごと

村上晴花さん
（北こぶしリゾート 経営戦略室）

はじめに

クマ活とは

初夏、市街地の周辺に生い茂る草むらはヒグ
マの移動経路となり、市街地出没の要因になり
ます。また、道路や海岸などに落ちているゴミ
は、匂いや味でヒグマを人の生活圏に誘引して
しまいます。草刈りやゴミ拾いなどは専門的な
知識がなくても取り組める対策ですが、人手が
足りずに今まで行えていませんでした。クマ活
は北こぶしリゾートのスタッフが中心となり、
知床財団や地域住⺠・ご宿泊のお客様・お世話
になっている企業様のご協力のもと活動を広げ
ています。
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この仕事の大変なところは？

⼤変なところとは少し違うかもしれませんが、
なぜ草刈りやゴミ拾いがヒグマ対策につながる
のかを参加者に理解してもらうことに時間をか
けています。参加者が「やれと言われたから
やっています」という意識では、活動は⻑続き
しません。また、知床にあるホテルと言えど、
スタッフ全員が自然や環境保護に興味があるわ
けではありません。クマ活が始まるまではヒグ
マが駆除される現状すら知らなかった方もいる
と思います。

全国（たまに海外からも）から集まる、年代
ばらばらのホテルスタッフ全員が活動の趣旨を
理解し、一丸となって取り組めるように様々な
工夫を行っています。まず、活動が始まる前に
行う「クマ活レクチャー」では、ホテルスタッ
フに対して人とヒグマの軋轢や街の現状、活動
趣旨について話をするようにしています。活動
には全員共通のクマ活グッズを身に着けてもら
い、活動の最後には集合写真を撮ることで一体
感や達成感を高めています。また、活動の結果、
ヒグマの出没や駆除を減らすことができたのか
についても、時間を設けて共有するようにして
います。

やすいようなお手頃な『ミニクマ活』があると
良い。」「お客様にも知ってもらえるように、
ホテルの中で展⽰スペースを作りましょう。」
など、多数の参考になる意見を頂きました。実
際にホテル内に展⽰スペースを作りました。

軋轢問題について時間をかけて伝えた効果が
現れていると感じました。私のように⼤学で野
生動物について学ぶなどの経験がないホテルス
タッフが、共にやりがいを持って取り組んでく
れている姿を見るととても嬉しく思います。こ
れからも皆さんが参加したいと思える環境を整
えていく事が、私の仕事だと思っています。

また、クマ活に興味を持ち北こぶしリゾート
への就職を希望する方もいるぐらい、地域の外
にも良い影響は出ています！

今後、より力を入れていきたいことを教えて
ください！

クマ活については、ホテルスタッフのみなら
ず、ホテルにご宿泊のお客様も参加できるよう
なものにしたいと思っています。知床で起こる
ヒグマと人との軋轢は、観光客の方からの影響
も⼤きく受けています。クマ活が広く知られる
ことによって、軋轢問題やお客様にお願いした
いルールやマナー（例：ヒグマに餌を与えない
等）が広まり、ヒグマも地域住⺠もお客様に
とっても居心地の良い知床になっていけたらと
思っています。また、昨今の全国各地でクマ問
題が報道されており、多くの地域では猟友会や
地域行政頼りの対策・対応しかないように感じ
ています。クマ活を「専門的な知識がなくても
できるクマ対策」としてノウハウを確立し、こ
のキャッチーさや楽しさ・やりがいと共に全国
のクマ出没地域で取り組まれるようになればと
思っています。

ヒグマは一般的に、姿やインパクトが先行し
てしまい、正しい生態が知られていないと感じ
ています。ヒグマ観察のために知床を訪れたお
客様でも、鮭とシカだけを食べる肉食のイメー
ジを持つ方が多いです。知床を訪れる多くの方
が、クマ活を通して生態を理解し、身近にいる
ヒグマを感じ、正しく捉えることができるよう
になると思っています。その先にある、「生き
物らしい本来の魅力」を伝えていくことが私の
最もやりたいことです。

お仕事のやりがいを聞かせてください！

参加したスタッフから「クマ活やって良かっ
た！」「草刈りの次は何するの？」と声をかけ
てもらえた時は本当に嬉しかったです。また、
ヒグマの出没などのニュースについてもよく話
題になります。クマ活が始まる前までは、町で
ヒグマが駆除される苦しい現状や対策スタッフ
の苦労などをホテル内では共感できる方がいな
かったのですが、この活動を始めてからクマ問
題に興味を持つスタッフが増えました。

今後のクマ活についてのアンケートでは、
「草刈りだと⼤規模なので、お客様が取り組み
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雑食動物は、植物質から動物質まで幅広い種類
の食べ物を利⽤する一方、肉食に近い個体からほ
ぼ草食の個体まで、個体による食性の違いが⼤き
いことが知られています。ツキノワグマも雑食動
物で、季節に合わせて様々な食べ物を選択します
が、個体による食性の違いは知られていませんで
した。

日本では、毎年数千頭のクマが人⾥に出没する
などして捕殺されています。クマの人⾥への出没
の原因は、ドングリの不作など食べ物が関係する
ことが知られています。ところが、捕殺される個
体の年齢や性別には偏りが見られ、個体ごとの食
性の違いが影響している可能性があります。

そこで、同じ地域に生息するツキノワグマの食
性が性別や年齢によって違うのか？その違いを生
む要因は何か？を明らかにすることを目的に、ク
マの性別・年齢、ドングリの結実量の違いと食性
の関係を検証しました。

ツキノワグマの食生活のツキノワグマの食生活のツキノワグマの食生活のツキノワグマの食生活の
性別と年齢による違い性別と年齢による違い性別と年齢による違い性別と年齢による違い

ツキノワグマの食生活のツキノワグマの食生活のツキノワグマの食生活のツキノワグマの食生活の
性別と年齢による違い性別と年齢による違い性別と年齢による違い性別と年齢による違い

東京農⼯⼤学 グローバルイノベーション研究院
⻑沼知子

雑食として知られるツキノワグマの食性は、性別や年齢に
よって違いがあるのか？なぜ違いが生まれるのか？そんな疑
問を追究した最新研究を、東京農⼯⼤学の⻑沼知子さんに解
説していただきます。
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クマの体毛から食性を推定

夏のクマの食べ物全体に占める「植物（葉や果実など）」、
「シカ」、「アリ」の割合

動物の体は採食によって得られた物質で形作ら
れているため、体の組織は形成されたときの食べ
物の情報を記録しています。

私たちはツキノワグマの食性を調べるために、
2003年から2013年にかけて栃木県・群⾺県にまた
がる足尾・日光山地で学術捕獲した、延べ148頭
のクマの体⽑の炭素と窒素の安定同位体比をそれ
ぞれ測定しました。安定同位体とは、環境中に安
定して存在する同位体（陽子の数は同じだが、中
性子の数が異なる原子）のことです。食べ物の種
類によって含まれる安定同位体の割合も異なるた
め、体⽑の安定同位体比を測定することで、過去
に食べた物の種類を推定することができます。

クマの体⽑は夏から秋にかけて、その時々の食
生活を反映しながら伸びていきます。そのため、
本研究ではクマの体⽑を根元から5mmずつ切り分
けて、それぞれを分析することで、各個体の夏（6
〜7月）と秋（9〜10月）の食べ物の構成を推定し
ました（注1）。

図1

はじめに

注1：
体⽑は食べた物の情報を

すぐに記録し始めます。し
かし、そのときの食べ物の
情報を完全に反映するまで
に、代謝の影響でタイムラ
グがあることが分かってい
ます。

本研究では、8月を夏に
も秋にも含めないことで、
夏と秋の食性がはっきりと
分けられるようにしまし
た。
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 Naganuma, T., Koike, S., Nakashita, R.,
Kozakai, C., Yamazaki, K., Furusaka, S., &
Kaji, K. (2020). Age-and sex-associated
differences in the diet of the Asian black bear:
importance of hard mast and sika deer.
Mammal Study, 45(2), 155-166.

もう少し詳しく知りたい方はこちらもう少し詳しく知りたい方はこちらもう少し詳しく知りたい方はこちらもう少し詳しく知りたい方はこちら
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夏はシカ、秋はドングリが
食生活に違いを生む鍵

一般的にツキノワグマは、夏には野生のサク
ラやキイチゴの果実、アリなどを食べることが
知られています。本調査地のクマにおいても同
様の傾向が見られ、性別や年齢に関係なく、植
物やアリが食べ物に占める割合は高くなってお
り（図1）、どのクマにとっても重要な食べ物で
あると考えられました。

一方、本研究では5歳以上の個体でニホンジカ
が食べ物に占める割合が高く、特にオスの方が
その傾向が強くなっていました。植物やアリよ
りも高タンパク、高カロリーである肉は、クマ
にとって魅力的な食べ物です。オスはメスより
も体が⼤きいことから、シカを食べることで必
要なエネルギーを効率的に満たしているのかも
しれません。そして、体が⼤きいことは食べ物
を巡る競争にも有利に働くため、オスは他の個
体よりも多くシカを食べることができると考え
られます。

また、クマにとって成獣のシカを捕まえるこ
とは困難かもしれませんが、夏はシカの出産期
とも重なっており、子ジカならば簡単に捕まえ
ることができると考えられます。

秋のクマの食べ物全体に占める「植物（ドングリなど）」と
「昆虫（スズメバチなど）やシカ」の割合

図2

秋のドングリは、冬眠中に必要なエネルギー
源である脂肪を蓄えるために⼤切な食べ物で
す。そのため、秋は⽼若男⼥問わず、どのクマ
もドングリ中心の食性を送っていました（図
2）。ただし、メスや1-4歳の若いクマは、ドン
グリが不作の年は豊作の年に比べ、スズメバチ
などの昆⾍やシカをやや多く食べていました。

今回の解析ではアリ以外の昆⾍とシカを区別
することはできませんが、おそらく体の⼤きい
オスとの競争を避けるため、昆⾍を食べること
でドングリの不作による食物量の減少を補って
いる可能性があります。

一方、詳しい理由は分かりませんが、5歳以
上のオスはドングリが豊作の年も、一定の量の
昆⾍やシカを食べていました。秋は子ジカも⼤
きく成⻑していて捕まえることは難しいでしょ
うから、昆⾍だけでないとすれば死んだシカの
肉を食べていると考えられます。

秋はほとんどアリを
採食しないため、
図に⽰していません。
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今号のJBN Cubsは、メンバーが⼤き
く代わった今年度の学生部会幹部の
紹介です！

JBN学生部会新代表の勝島日向子です。クマの歩き方が好きで

す。

学生部会員同士の横のつながりを作りたいと思っています。メン

バーは全国に散らばり、年に一度の総会もオンライン・・・魅力的な

学生がたくさんいるのに、なかなか交流できず、もったいない！そこ

で、学生同士が気軽にコミュニケーションを取れるようなプラット

フォームを作りたいと考えています。また、グッズ係を中心に、グッ

ズの充実化にも力を入れる予定です。

こんにちは！東京農工大学修士１年の島崎斐です。昨年度に引き

続き今年度も副代表をやらせていただいています。

今年はコロナ禍ですが、昨年よりも調査にたくさん行けて楽しい生

活が送れています。

学生部会も盛り上げれるように他の幹部の方々と協力してできる

限りのことをしていけたらと思います。よろしくお願いいたします。

JBN学生部会副代表を務めることになりました三枝（みえだ）弘典で

す。昨年までの2年間はグッズ係を担当していました。

現在、学生部会幹部メンバーは東京農工大と北大の学生だけで構

成されており、もう少し多様性があっても良いなと感じる今日この頃

です。コロナ禍で制限が多い中ではありますが、学生部会の皆様に

楽しんでもらえるイベントを企画していきたいです。みなさんの学生

部会の活動への積極的な参加を楽しみにしています。

今年度からは代表の補佐をすると共に学生部会員が一つになれ

るように頑張ります！

代表：勝島代表：勝島代表：勝島代表：勝島日向子日向子日向子日向子さんさんさんさん （北海道大学（北海道大学（北海道大学（北海道大学 修士２年）修士２年）修士２年）修士２年）

副代表：島崎副代表：島崎副代表：島崎副代表：島崎斐斐斐斐さんさんさんさん （東京農工大学（東京農工大学（東京農工大学（東京農工大学 修士１年）修士１年）修士１年）修士１年）

あや

副代表副代表副代表副代表：：：：三枝三枝三枝三枝 弘典弘典弘典弘典 さんさんさんさん （（（（北海道大学北海道大学北海道大学北海道大学 学士学士学士学士4年年年年））））

▲左が三枝さん
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こんにちは。北海道大学獣医学部3年、北大ヒグマ研究グループの森

好水希です。

今年からJBNに入り、さっそくグッズ係という役割をいただきました。ま

ずはJBNや学生部会、グッズ係の仕事について知ることから始め、少し

でも力になれればと思います。ご迷惑をおかけすることもあるかもしれ

ませんが、頑張って参ります。よろしくお願いします！

また、JBNに入ってクマについて触れる機会もさらに増えることと思い

ます。今までよりクマについて知り、考えていけることが楽しみです。

JBN学生部会のグッズ係代表の栃木香帆子です。今年度で担当して4

年目になり、主にJBNオリジナルグッズの製作や販売、それに関わる手

続きなどに携わっています。

今年度で代表を含めメンバーが大きく変わり、全体としてはまずどのよ

うな仕事内容なのか経験し、それを共有し、来年度以降に挑戦したい活

動について探るための一年にしたいです。個人的には、コロナ禍で活動

が制限されているからこそグッズ製作に力を入れたり、遠隔でも多くの

学生会員の方とつながり、クマの魅力やクマの調査研究について学び

合える交流会を実施できたらなと思っています。

グッズ係代表：栃木グッズ係代表：栃木グッズ係代表：栃木グッズ係代表：栃木香帆子香帆子香帆子香帆子さんさんさんさん （東京農工大学（東京農工大学（東京農工大学（東京農工大学 博士２年）博士２年）博士２年）博士２年）

今年度から学生部会幹部になりました、東京農工大学学部4年手塚

詩織です。

私は、自然環境に関する問題解決のために、人と人との関係を改善

することがとても大事だと感じています。そのため学生部会では、クマ

に関する普及啓発活動を積極的に行い、人とクマ、人と人の関係を良

好にしたいと考えています。

幹部としてはまだまだ未熟ですが、学生部会の活動を盛り上げてい

けるよう努めます。どうぞよろしくお願いいたします。

グッズグッズグッズグッズ係係係係：：：：手塚手塚手塚手塚 詩織詩織詩織詩織 さんさんさんさん （（（（東京農工大学東京農工大学東京農工大学東京農工大学 学士学士学士学士４４４４年年年年））））

グッズ係：森好グッズ係：森好グッズ係：森好グッズ係：森好水希水希水希水希さんさんさんさん （北海道大学（北海道大学（北海道大学（北海道大学 学士３年）学士３年）学士３年）学士３年）

もりよし

学生部会学生部会学生部会学生部会からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ

2022年3月頃にオンラインで交流会を予定しています。詳細は後日、メーリス等をご確認ください。

皆様のご参加お待ちしています！



JBNからのお知らせ

北海道地区代表委員の釣賀です。今年度は、JBNの代表および監査役の選挙年になりま
す。今回は北海道地区が選挙管理委員会を担当いたしますので、ご協力のほどよろしくお
願いいたします。

ニュースレターのお届けに先立ち先日メーリングリストで公⽰いたしましたが、JBN第
12期代表および監査役選出のための選挙は、以下の内容にしたがって行います。代表に立
候補を予定されている方は、自薦・他薦問いませんので、立候補締め切り日の11月30日ま
でに、選挙管理委員会宛に所信表明文書（様式は問いません）の提出をお願いいたします。
なお、規約では「連続2期を経た代表以外の全ての会員に被選挙者資格があり」とされて
いますので、令和元年度（2019年度）までの会費を納入している全会員に立候補資格があ
ります。立候補の届出に基づき、選挙管理委員会より所信表明文書・投票⽤紙（代表及び
監査役) を全会員に郵送いたしますので、期日までにご返送下さいますようお願いいたし
ます。

JBN第12期代表選挙
に関するお知らせ

日本クマネットワーク改選規約による代表および監査役選出のための選挙を下記要領に
より実施いたします。

公⽰日 ：JBNメーリングリストによる公⽰の日
立候補締め切り ：2021年11月30日 (火)
投票期間 ：2021年12月12日 (日)から12月21日(火)まで

[注] 21日付け消印有効、22日以降の消印による郵送無効
開票予定日 ：2021年12月27日(月)
開票結果報告 ：2021年12月27日(月)
投票方法 ：

投票は郵送(郵送先：選挙管理委員会)が原則となっておりますが、やむをえない事情に
より上記期日までに郵送できない場合および選挙管理委員会が認めた場合は、メールでの
投票も可能です。メール投票をご希望の会員の方は、その理由とともに選挙管理委員会釣
賀までご一報下さい。必要な手続きのご案内をいたします。
立候補者名簿および投票⽤紙は別途送付いたします。

開票立ち会い ：北海道地区会員（2名を予定）

選挙管理委員会：〒060-0819 北海道札幌市北区北19条⻄12丁目
（地独）北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所

釣賀一二三 E-mail:tsuruga@hro.or.jp

JBN第12期代表および
監査役選挙の公示内容
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2017年から「See you Again Next Spring Project」と題した
Tシャツを販売しているRIDGE MOUNTAIN GEARさんが、そ
の売り上げの一部を今年度もご寄付してくださいました。
合計352枚のTシャツを販売し、その売り上げ金額の10%の
132,760円をご寄付くださいました。

心から感謝いたします。

RIDGE MOUNTAIN GEARさんからのご寄付御礼！！

RIDGEMOUNTAIN GEARさんの
サイトはこちらです ！
https://www.ridge-mountaingear.com/

発売されたTシャツ。
来年のラインナップが楽しみですね。

開催日：2022年1月29日（⼟曜）
開催形式：オンライン（Webexを使⽤予定）
総会：10時〜12時（予定）
シンポジウム：13時〜16時（予定）

2021年度JBN総会・シンポジウムのお知らせ

※開催形式等は変更になる可能性があります。最新情報はメーリングリストでご
確認ください。

2021年度のJBN総会およびシンポジウムは以下の日程で開催予定で
す。いずれもオンラインでの開催になりますので、是非ご参加くだ
さい。詳細はメーリングリストにて追ってご連絡差し上げます。
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１．事務局連絡先
 日本クマネットワーク（JBN） に関する

各種問い合わせ先は 、
事務局：info@japanbear.org

までお願いいたします 。

事務局からのお知らせ

2．会費納入のお願い
 JBNの活動は、主に会員の皆様からの会費でまかなわれています。

規約により、会費は前納制（2022年度会費は2022年3月31日までに納入）となっております。
ご理解とご協力をお願いいたします。

【2021年度会費】
・学生会員  2,000円／年（小学〜高校、⼤学、⼤学院、専門学校生）

＊学生でなくなる方は正会員への切り替えをお願いします。
・正会員     3,000円／年（学生会員以外）
 会費納入状況は本誌発送に⽤いた封筒の宛名ラ

ベルに記載されています。
 ２年以上会費未納の方には、未納分が納入され

るまでニュースレターの発送を休⽌致します。
また、3年以上会費未納の場合には⾃動退会とな
り、未納分を納入しなければ再入会できません
のでご注意下さい。

 複数年まとめての振込やクマ基金（一口1,000

円）へ寄付される方は、振込⽤紙の備考欄に記
載または事務局へお知らせ下さい 。

 会費に関するお問い合わせは事務局まで、お願
いいたします。

4. メーリングリスト（ML）登録状況確認のお願い
 入会時にメールアドレスを登録しているはずなのに、MLからの情報が届いていないという方がい

らっしゃいましたら、上記事務局宛に氏名と登録希望メールアドレスを明記して、E-mailにてご連
絡いただきますようお願いいたします。

■その他の銀行からのお振込
金融機関名（コード）： ゆうちょ銀行（9900）

支店名（支店番号） ： 〇一九 店（019）
預 金 種 目 ： 当座
口 座 番 号 ： 0666956

お振込先

■ゆうちょ銀行からのお振込
口  座   番  号  ：00130-1-666956

郵便振替口座：日本クマネットワーク

ゼロイチキユウ

3．住所変更および退会等のご連絡のお願い
 住所、所属、メールアドレスなど会員名簿登録内容に変更のある方・諸事情により退会を希望さ

れる方は必ず事務局へお知らせください。
 連絡方法は、上記の事務局のメールアドレスに連絡いただくか、JBNのウェブサイトの問い合わせ

フォームからお願いいたします。会費納入時に振込⽤紙の通信欄に事務局への連絡事項（住所変更、
退会希望など）を記載しても変更手続き等は行われません。

事務局所在地
〒060-0818 北海道札幌市北18条⻄9丁目

北海道⼤学⼤学院獣医学研究院
野生動物学教室 下鶴倫人

一度でもニュースレターが宛先不明で返送された方には、
次号からの発送を停止しています。住所変更はお早めに
お知らせください。

新生活で
住所が変わった方…
新しい住所を
教えてください…
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今号の一枚（Bear Scene）写真を募集します！

ニュースレターのコーナー「Bear Scene」のクマ写真を募集します。
写っているのはクマだけではなく、痕跡等（足跡、クマ棚、フン）でもOKで
す。とっておきの写真が撮れた！という方のご応募お待ちしております！！

募
集

応募先 編集部： bj@japanbear.org
件名に「今号の一枚」、本文に「写真の
タイトル、撮影時のエピソード、撮影地、
撮影者ご本人の名前と所属」を記入して、
写真と共にお送りください。

応募締切 2023年1月16日（日）
複数のご応募があった場合は編集委員で
掲載写真を決定します。

写真応募時の注意点
• 立ち入る地域の利⽤制限や禁止行為等のルールを遵守し、ク

マと人との安全及びクマの生息環境の保全に十分配慮・留意
して撮影された写真であること。

• 著作権に関する規約（日本クマネットワーク規約第6章第19条
等）※を確認・承知していること。なお、掲載写真に関して
は撮影者の著作権を認める。※規約はJBN公式HPをご参照く
ださい。

次号 2２−3号のテーマ
「2021年、至福の瞬間」

JBN公式ホームページ
http://www.japanbear.org/

JBN公式Facebookページ
https://www.facebook.com/japanbear.org/

個人アカウントが無くても閲覧可能です♪

JBNの最新情報をチェック！

クマ好きの

あなたに、

ＪＢＮグッズ。

JBNグッズ購⼊ご希望の方はグッズ係（jbn-goods@japanbear.org）までご連絡ください。また、JBN主催のイベント会
場などでも購⼊することができます。そのほか、⼀部のグッズについては自然保護活動に関する商品を扱っているオンライ
ンショップ「狼森」（http://www.oinomori.co.jp/index.html）のNGOグッズページからも注⽂できます。

ヒグマてぬぐい／ふせん
定番のJBNクマグッズ。現在、ヒグマ
バージョンのみの取り扱いとなります。
てぬぐい1,000円(36×90cm)
ふせん300円(74×74mm、 50枚)

四国クマグッズ クリアファイル／ふせん
四国のツキノワグマを巡る現状がわかりやすくまと
められた、グッズ係イチオシの便利グッズです。
クリアファイル200円(A4サイズ)
ふせん200円(W50×H78mm、30枚)
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●編集員のくまエッセイ●

JBNニュースレター編集委員会
冨安 洵平

今年で、ポーランドの研究所にきて3年目になりますが、 6⽉からコロナによる行動制限が緩
和され、クロアチアでヒグマの研究を始めました。

クロアチアにおけるヒグマ狩猟のモニタリングの良い点は、情報共有の速さだと思います。ハ
ンターの方は、狩猟による捕獲があった場合、⾼速道路の管理会社はロードキル個体を⾒つけた
場合に24時間以内に環境省に報告する義務があります。その情報は、リアルタイムでクマの専
門家チームに共有され、予め定められた頭数に達した時点で、狩猟は禁⽌されます。全体の状況
を速やかに把握し、状況判断することを⼤切に考えているシステムだと思います。ニュースレ
ターの編集委員として、日本におけるクマの情報交換のお⼿伝いができればといいなと思いま
す。

また、クマは研究の対象としても魅力的な動物だと
思います。ニュースレターを通して、「こんな面白い
研究があるんです！」という気持ちで、クマ研究を紹
介していきたいです。

リスンジャック山の登頂


